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b 式の合計 4 型式に分離した。さらに，①鋲頭形状，②地板枚数，③竪矧板使用の有無，④後頭部
幅広小札使用の有無，⑤錣構成枚数，⑥袖錣もしくは最下段錣後頭部抉りの有無，⑦錣前端覆輪の
有無，といった項目ごとに諸属性を比較した。これらの分析作業に，古墳の共伴遺物の検討を加え，
小札鋲留衝角付冑の製作段階を，三つの段階に分けて理解した。第 1 段階はⅢ式の古相段階，第 2
段階はⅢ式の新相段階，第 3 段階は，Ⅲ式の最新相に加え，Ⅳa 式，Ⅴa 式，Ⅴb 式の各型式がそ













































































































名左 後 右 左 後 右
竪矧板鋲留衝角付冑（Ａ類）
兵庫県　茶すり山 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 6 1 6 同左 × 13 × 3 × × × A1
竪矧板鋲留衝角付冑（Ｂ類）
京都府　久津川車塚1号冑 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 14 1 16 同左 × 31 × ― ― ― ― ―
大阪府　七観　末永報告5号冑 上接式 折曲 Ⅲ ○ × 19 1 17 同左 × 37 × 2 × × × A1
竪矧板鋲留衝角付冑（Ｃ類）
大阪府　狐塚 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 1 1 1 同左 × 3 × 2 ○ × × B1
徳島県　恵解山1号 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 3 1 3 同左 × 7 × 4 × × × A1
小札鋲留衝角付冑
京都府　久津川車塚2号冑 上接式？ 折曲? （Ⅲ） ○ × 9 1 8 （10） 1 10 × （39） × ― ― ― ― ―
京都府　久津川車塚5号冑 上接式？ 折曲? （Ⅲ） ○ × 9 1 （9） 10 1 9 × （39） × ― ― ― ― ―
大阪府　珠金塚南槨（A） 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 14 1 14 14 1 14 2 60 × 5？ ○ × × B1
大阪府　珠金塚南槨（B） 上接式 折曲 Ⅲ ○ × 10 1 10 14 1 14 × 50 × 3？ × × × A1
兵庫県　雲部車塚 上接式 折曲 Ⅲ ○ × 13 1 11 14 1 14 × 54 × 2？ × × × A1
兵庫県　伝雲部車塚 上接式 折曲 Ⅲ ○ × 12 1 12 （12）（1）（12）× （50） × ― ― ― ― ―
京都府　岸ケ前2号 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 18 1 18 20 1 21 × 79 × 3 × × × A1
福岡県　堤当正寺 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 19 1 19 19 1 19 2 80 × 4 × × △ A1
大阪府　御獅子塚第2主体 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 17 1 17 17 1 17 2 72 × 4 ○ × × B1
熊本県　マロ塚 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 20 1 22 23 1 21 × 88 × ― ― ― ― ―
奈良県　市尾今田1号 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 15 1 15 16 1 16 × 64 × ― ― ― ― ―
福井県　饅頭山 上接式 折曲 Ⅲ × ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
福岡県　新原・奴山1号 上接式 折曲 Ⅲ × ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
千葉県　姉ケ崎二子塚 上接式？ 折曲? （Ⅲ） × ○ ― ― × ― ― ― ― ― ― ―
奈良県　円照寺墓山1号 上接式 折曲? Ⅲ × ○（20） 1 （20）（20） 1 （20）× （82） ○ 3？ × × ○ A2
兵庫県　法花堂2号 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 18 1 18 19 1 20 × 77 ○ 4 × × ○ A2
岡山県　正崎2号 上接式 折曲 Ⅲ × ○（18） 1 （18）（21） 1 （21）× （80） ○ 3 × ○ ○ C2
宮崎県　島内115地下式横穴 上接式 折曲 Ⅲ × ○ 21 1 20 23 1 22 × 88 ○ 4 × ○ ○ C2
奈良県　新沢281号 内接式 折曲 Ⅳa × ○ 12 1 12 14 1 14 × 54 × 3 × ○ ○ C2
宮崎県　堅山 内接式 折曲 Ⅳa × ○（34） 1 （34）（34） 1 34 ×（138）× 4 ○ × × B1
大阪府　唐櫃山 内接式 折曲 Ⅳa × ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
奈良県　今井1号 内接式 折曲 Ⅳa × ○ 17 1 17 20 1 18 × 74 ○ 　
福井県　西塚 一連 折曲 Ⅳa相当 × ○ （23） （32） × （55） × ― ― ― ― ―
群馬県　鶴山 外接式 折曲 Ⅴa × ○ 16 1 17 20 1 20 × 75 ○ 3 ○ × ○ B2
茨城県　武具八幡山 外接式 切断 Ⅴb × ○ ― （25） 1 ― × ― ― 3？ ― ― ― ―























林 1974a］，内接・A 先端折り曲げ式［野上 1975］），「内接切断式」




















































と考えるなら，一段あたり，31 枚（久津川車塚例）もしくは 37 枚（七観古墳例）程度が古式の形
態を継承している地板枚数といえる。この数値は，2 段分の合計地板枚数に換算すると，62 枚，な
いしは 74 枚となるが，表 1 の比較からも明らかなとおり，必ずしも，こうした数値の範疇に収ま
る小札鋲留衝角付冑が古いものばかりではない。






永編 1991］や，福岡県堤当正寺古墳例［松尾編 2000］，大阪府御獅子塚古墳第 1 主体例［柳本 2005］など，
小札の使用枚数が上下で一致するものも知られる。こうした事例は小札鋲留衝角付冑の中でも比較
的製作段階が古いものに限定できそうである。
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　なお，後頭部に幅広の小札を用いることは，宮崎県小木原 1 号地下式横穴例［茂山ほか 1982］や
京都府原山西手古墳例［村井 1974］，奈良県新沢 115 号墳例［伊達編 1981］，大阪府黒姫山古墳 11 号














札鋲留衝角付冑に附属する板錣は，3 段構成（C 形式，［古谷 1988］）かもしくはそれ以上（D 形式）






久津川車塚 2・5 号冑も，1 段もしくは 2 段構成の錣が伴っていたとみて矛盾はない。








　技法的な頻度は板錣 A 類→板錣 B 類→板錣 C 類の順に推移していると捉えられる。ただし，眉
庇付冑の事例であるが，鋲留技法導入期の製品と捉えられる奈良県五条猫塚古墳［網干 1962］にお



































































類は板錣 2 類と比べて古い様相であるといえるだろう。いっぽう，前端に革覆輪を施す板錣 2 類は，
Ⅳ式やⅤ式に多く，新出の傾向を示している。その盛行期は，Ⅲ式からⅣ a 式への移行期以後と捉









下段の特徴と錣前端覆輪の有無の分類を組合せ，A1 類～ C2 類に分類して示した。変遷の大きな














































　衝角底板 A 類～ D 類は竪眉庇の突出度が高いものが多いことに対し，衝角底板 E 類は竪眉庇の
突出が低い。また，衝角底板 B 類～ D 類には竪眉庇左右の屈曲点が比較的明確であるものが含ま
れることに対し，衝角底板 A 類や E 類は竪眉庇左右の屈曲が不明瞭で，底面からみると直線的な
いしは弧状を呈するものが多いという違いがある。
　衝角底板の各類は，型式学的見地から，A 類→ B 類→ C 類→ D 類→ E 類の順で出現したものと
捉えられる。衝角付冑の各型式との対応関係は，衝角底板 A 類：Ⅰ式，Ⅱ式，Ⅲ式，衝角底板 B 類：
Ⅱ式，Ⅲ式，衝角底板 C 類：Ⅲ式，Ⅳa 式，Ⅳb 式，衝角底板 D 類：Ⅳa 式，衝角底板 E 類：Ⅳa
式・Ⅳb 式・Ⅴa 式・Ⅴb 式である。各型式の変遷観と型式学的に想定できる出現順序に矛盾はない。





える。衝角底板 C 類は横矧板鋲留衝角付冑の事例であるが，岡山県随庵古墳例（Ⅳa 式，内接折曲式）
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いことから，本稿では積極的には取り上げない。
　伏板先端 A 類はマロ塚古墳例をはじめⅢ式の個体の多くが相当し，伏板先端 B 類は福岡県新原・
奴山 1 号墳例（Ⅲ式）［石山編 1977］や奈良県新沢 281号墳例（Ⅳa 式）が典型例としてあげられる。















塚 2 号冑［柳本編 1987］，徳島県恵解山 2 号墳例［末永・森 1966］，京都府宇治二子山北墳例［杉本
編 1991］），小札鋲留衝角付冑に 2 例（福岡県堤当正寺古墳例［松尾編 2000］，熊本県マロ塚古墳例）
が知られている。これらの類例をもとに，その特殊な形状の意味と変遷について検討を加えておき
たい。




































































































（Ⅰa） Ⅱb ―大阪府　珠金塚南槨（B） Ⅲ
兵庫県　雲部車塚 Ⅲ 革短 革綴 Ⅱb ―
京都府　岸ケ前2号 Ⅲ 三革短 革綴 Ⅱb ―
福岡県　堤当正寺 Ⅲ 三革短 革綴 ― ―
奈良県　市尾今田1号 Ⅲ 三革短2，三鋲短 革綴，Ⅰa ― ―
福井県　饅頭山 Ⅲ （三）革短 革綴 （Ⅱb） ―
大阪府　御獅子塚第2主体 Ⅲ 三鋲短 Ⅰa Ⅲ 鞍金具・心杏 第2
段階
TK
216千葉県　姉ケ崎二子塚 （Ⅲ） ― ― Ⅲ ―
熊本県　マロ塚 Ⅲ 横鋲短 Ⅱc Ⅳ ―










奈良県　円照寺墓山1号 Ⅲ 三革襟短4 革綴 Ⅳ 轡・木心輪鐙三鋲短3，横鋲短 Ⅱb，Ⅱb/c
兵庫県　法花堂2号 Ⅲ 三鋲短 Ⅰb Ⅳ ―
岡山県　正崎2号 Ⅲ 横鋲短 Ⅱb Ⅳ f轡・三環鈴（新）
宮崎県　島内115号地下式横穴 Ⅲ ― ― Ⅳ 内轡
奈良県　新沢281号 Ⅳa 横鋲短 Ⅱb/c Ⅳ ―
宮崎県　堅山 Ⅳa 三鋲短 Ⅱ（Ⅱa） ― ―
大阪府　唐櫃山 Ⅳa 横鋲短 ― Ⅳ f轡・剣杏
奈良県　今井1号 Ⅳa 鋲短 ― ― ―
福井県　西塚 Ⅳa相当 横鋲短 Ⅱ（Ⅱb/c） Ⅳ 剣杏・木心輪鐙
群馬県　鶴山 Ⅴa 横鋲短2 Ⅱa，Ⅱb Ⅳ ―
宮崎県　島内1号地下式横穴 Ⅴb ― ― ― ―







































て示したものと同一である。表 2 に示すように，第 1 段階：TK73 型式期，第 2 段階：TK216 ～
ON46 型式期，第 3 段階：TK208 ～ TK23 型式期と捉えておきたい。これらの各段階が示す大ま
かな年代観としては，第 1 段階：5 世紀前葉（古墳時代中期中葉古段階），第 2 段階：5 世紀中葉（古
































照寺墓山 1 号墳例や岡山県正崎 2 号墳例と比べると先行する要素が多い。
　以上のことから，本例の製作時期にかんしては，小札鋲留衝角付冑の第 3 段階（TK208 ～ TK23
型式期）よりも古く，第 2 段階（TK216 ～ ON46 型式期）の所産とみる方が妥当である。
　いっぽう，共伴資料から，マロ塚古墳の副葬時期を探るなら，小札鋲留衝角付冑の変遷観におけ
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（ 6 ）――奈良県新沢 281 号墳例が小札鋲留衝角付冑と須
恵器が伴う好例といえる。ただし，新沢 281 号墳から出
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The purpose of this study is to examine the period of manufacture of the kozane byo-dome sho-kaku-
tsuki（lamellar riveted and beaked）helmets found in the Marozuka Tomb. In my analyses I undertook 
a typological classification based on the manufacturing technology of the forepart of the kozane 
byo-dome sho-kaku-tsuki helmets, and through an analysis of the various attributes identified the 
manufacturing stages of each type. By noting the artifacts co-occurring in the tumulus with each type 
of kozane byōdome shōkaku-tsuki helmet, it was found that the manufacturing stages of the these 
helmets can be divided into three stages. The fi rst stage is the old phase of style III, the second stage 
is the newer phase of style III, and the third stage is the newest phase of style III along with all the 
other styles of IVa, style IVb, and Va. The types of the kozane byo-dome sho-kaku-tsuki helmets from the 
Marozuka Tomb were recognized as falling into the transitional period from the second to the third 
stage, and they are conjectured to have been manufactured during the middle part of the mid-Kofun 
Period（middle to late fi fth century）.
The manufacturing stages of the kozane byo-dome sho-kaku-tsuki helmets shift within the 
chronological range of the early to late fifth century. Through an analysis of the kozane byo-dome
sho-kaku-tsuki helmets it was possible to identify the introduction of riveting techniques for the
manufacture of iron armor and the process of their adoption. Within that process, even though there 
was continuity with the manufacturing techniques of the old kawatoji（leather-laced）helmets, a shift 
to the easier techniques of making the new byo-dome helmets and their shapes is revealed. Behind
the change in shape of the kozane byo-dome sho-kaku-tsuki helmets can be discerned a connection 
with the manufacturing techniques of the mabisashi-tsuki（visored）helmets. The analytical method 
and investigative point of view used this study can be applied to a study of the yokohagi-ita byo-dome
sho-kaku-tsuki（horizontal plated and riveted beaked）helmets. By maintaining an awareness of the
transitions in the mabisashi-tsuki helmets and yokohagi-ita byo-dome sho-kaku-tsuki helmets, it is possible 
to comprehensively investigate the transitions in helmets employing riveting technology. This is the 
major result by which this study may be evaluated.
Keywords: Marozuka Tomb, Sho-kaku-tsuki（beaked）helmet, analysis of attributes, riveting techniques, 
fi fth century
Transitions in Kozane Byo-dome Sho-kaku-tsuki Helmets
and Their Significance
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